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株式会社朝日相扶製作所　第２工場

�“�œ�] �q �ë� �ï �w�l ���K�̂ �{�‡�j�K�̂ �{�‡�j

�̂ �q�i�‘�“�̂ �q�i�‘�“

新
た
な
ス
タ
ー
ト



新
た
な
朝
日
町
へ

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
穏
や
か
な
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
よ
り

議
会
活
動
に
対
し
て
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
鈴
木
浩
幸
町
長
も
６
期
目
に
入
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
巳
年
で
あ
り
、
脱
皮
を
繰
り
返
し
て
成
長
と
変
革
を
遂
げ
る
年
だ
と

申
し
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
も
同
様
に
「
新
た
な
朝
日
町
」
の
実
現
に
向
け
た
挑
戦
の
年
で
あ
り
、
議
会
も
行
政
と
議

論
を
重
ね
な
が
ら
、
議
員
一
同
、
精
一
杯
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

朝
日
町
議
会
議
長　
阿
部
為
吉

令
和
７
年

令
和
７
年
のの

抱
負
抱
負

新
年
を
迎
え
、
抱
負
を
書
き
初
め
し
ま
し
た
。

新
年
を
迎
え
、
抱
負
を
書
き
初
め
し
ま
し
た
。

新
し
い
年
に
皆
々
様
に
福
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
よ
う
に

他
人
と
比
べ
る
こ
と
な
く
、

自
分
自
身
を
磨
く

時代に合った意識改革を

みんなが共に栄える社会を
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真
心
を
持
っ
て
物
事
に

対
応
し
て
い
き
ま
す

新
年
に
、
町
民
に
多
く
の

幸
福
が
訪
れ
ま
す
よ
う
に

町
民
の
皆
さ
ん
に
寄
り
添
い
、

真
心
を
持
っ
て
対
応
す
る

※�

阿
部
正
明
副
議
長
は
喪
中
の

た
め
掲
載
を
辞
退
し
ま
す
。

２期７年目を迎えるにあたり、
初心を忘れず自己研鑽

65歳、心は常に
アップデートと最適化を追求

笑いの絶えない家庭には
自然と幸福が訪れる
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縁
を
大
切
に
温
か
い
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で

お
も
て
な
し
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第７回 議会活性化特別委員会　報告
議員アンケート定数削減に議員アンケート定数削減に
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　12 月 19 日（木）午前９時より全議員（議長はオブザーバー）出席のも
と委員会を開催しました。

議員定数について
　これまで議員定数問題については、令和５年４月の改選時以降、人口減
少の加速化や社会経済・景気状況なども踏まえ、各議員の考え方、あるい
は町民の皆様のお声などをお聞かせいただきながら、熟慮を重ね協議して
まいりました。
　議員定数の問題については、各議員に対し、12 月議会開会までに「ア
ンケート」形式で意見の提出を求めました。

　議員定数 12 名のところ「議員定数削減」に９票、「現状維持」に３票と
いう結果でした。

●定数削減を求める　９票
　　内訳としては、
　　　・削減数２名　８票
　　　・削減数１名　１票
●定数現状維持　　　３票
　　
　以上、結果を踏まえ議員定数問題については、「定数削減」の方向で協
議していく結論となりました。

　その他、これまで委員会において「議員定数問題」とともに平成８年以
降変わらぬ「議員報酬問題」についても意見が出され、現状に見合う報酬
体系を望む意見が多数を占めました。このことからも町長に対し「議員報
酬の見直し」について申し入れる方向となりました。
　また、「こども議会」開催に対しては、状況に応じて、議長、総務文教
常任委員会が議会側の窓口として対応していきます。
　これまで、議会活性化特別委員会の取組みとしては、コロナ禍の影響も
あったことから４年ぶりの開催となった「町民との意見交換会」の実施が
あります。この中において取り上げられた、議会に対するご意見、ご提言、
また、町に対する要望などにつきましては、議会および町双方から、それ
ぞれ「議会だより」などにおいて広く町民の皆さんにお答えさせていただ
きました。

結果
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令和６年度一般会計補正予算（第６号） …………… 可決

　歳入歳出それぞれ２億2,661万円を増額し、総額を68億2,811万円とするも
の。	

○補正の主な内容

①防災行政無線の修繕工事 ………………………………………· 67 万５千円①防災行政無線の修繕工事 ………………………………………· 67 万５千円

　　…防災行政無線常盤局の修繕工事を追加。…防災行政無線常盤局の修繕工事を追加。

②子育て支援医療費の増額 …………………………………………·· 300 万円②子育て支援医療費の増額 …………………………………………·· 300 万円

　…�18 歳以下のお子さんへの医療費助成の不足分を増　…�18 歳以下のお子さんへの医療費助成の不足分を増額。額。

③障害児通所支援事業費の増額 ……………………………………·· 570 万円③障害児通所支援事業費の増額 ……………………………………·· 570 万円

　　…支援対象者の増による事業費の増額。…支援対象者の増による事業費の増額。

④除雪ドーザーの購入 ……………………………………………·· 7,700 万円④除雪ドーザーの購入 ……………………………………………·· 7,700 万円

⑤河川の整備工事 ……………………………………………………·· 500 万円⑤河川の整備工事 ……………………………………………………·· 500 万円

　…�町道大町西原線に隣接する準用河川北田川について、大雨による増水に対　…�町道大町西原線に隣接する準用河川北田川について、大雨による増水に対
応するための応するための整備工事を実施。整備工事を実施。

⑥持家住宅建築補助金の増額 ………………………………………·· 700 万円⑥持家住宅建築補助金の増額 ………………………………………·· 700 万円

　　…新たに 14 件の申請分を増額。…新たに 14 件の申請分を増額。

⑦電気料高騰への対応 ………………………………………………·· 680 万円⑦電気料高騰への対応 ………………………………………………·· 680 万円

　　…小・中学校で使用する電気料の高騰のため増額。…小・中学校で使用する電気料の高騰のため増額。

⑧町道の災害復旧工事 ……………………………………………·· 2,600 万円⑧町道の災害復旧工事 ……………………………………………·· 2,600 万円

　　……今年９月の豪雨により被災した町道柏原線の復旧工事を実施。今年９月の豪雨により被災した町道柏原線の復旧工事を実施。

令和６年
12月定例会 補正予算の主な内容
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鈴
木
光
一
議
員　

今
回

購
入
す
る
除
雪
ド
ー
ザ
ー

７
７
０
０
万
円
は
高
額
と
考
え

る
が
。
ま
た
耐
用
年
数
は
。

 

建
設
水
道
課
長　

除
雪

ド
ー
ザ
ー
の
車
両
本
体
は

３
２
０
０
万
円
、
汎
用
ロ
ー
タ

リ
ー
３
０
０
０
万
円
、
Ⅴ
ブ
ラ

ウ
（
排
雪
板
）
１
５
０
０
万
円

で
、
耐
用
年
数
は
８
年
で
す
。

 

細
谷
議
員　
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
が
総
務
省
よ
り
無
償
貸
与

さ
れ
る
が
、
概
要
な
ら
び
に
当

町
へ
配
備
さ
れ
た
理
由
は
。

 
危
機
管
理
対
策
室
長　
救
助

用
資
機
材
搭
載
型
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
で
あ
り
、
総
務
省
の
希

望
調
査
に
当
町
が
要
望
し
た
も

の
で
、
役
場
消
防
部
に
配
備
し

ま
す
。

 

救
助
用
資
機
材
が
搭
載
さ

れ
た
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

が
導
入
さ
れ
る
こ
と
は
、
消

防
力
の
強
化
に
つ
な
が
り
ま

す
。
災
害
時
に
は
有
効
に
活

用
し
、
町
民
の
生
命
と
財
産

を
守
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

 

鈴
木
義
昭
議
員　
常
盤
の
防

災
無
線
に
落
雷
が
あ
り
、
修
繕

と
い
う
こ
と
だ
が
、
毎
年
の
よ

う
に
落
雷
故
障
が
出
て
い
る
。

安
心
・
安
全
の
た
め
避
雷
針
の

設
置
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

 

危
機
管
理
対
策
室
長　
今
回

は
、
落
雷
に
よ
り
ス
ピ
ー
カ
ー

が
故
障
し
ま
し
た
。
本
体
に
影

響
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
避

雷
針
の
設
置
に
つ
い
て
は
基
準

が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
事
故

の
な
い
よ
う
に
業
者
と
検
討
し

ま
す
。

 

柴
田
議
員　
農
林
水
産
業
施

設
災
害
復
旧
費
に
１
０
０
万
円

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
専
決
処

分
し
た
４
０
０
万
円
の
設
計
委

託
料
へ
の
追
加
で
あ
る
。
そ
の

理
由
と
現
在
の
実
施
状
況
は
。

 

農
林
振
興
課
長　
想
定
し
た

被
災
区
域
の
延
長
数
よ
り
さ
ら

に
数
メ
ー
ト
ル
の
延
長
が
必
要

に
な
り
、
そ
の
費
用
増
に
よ
る

も
の
で
す
。
実
際
の
工
事
に
つ

い
て
は
降
雪
期
に
よ
り
、
入
札

に
付
し
て
も
次
年
度
へ
繰
り
越

し
て
の
事
業
が
想
定
さ
れ
ま

す
。

 

青
木
議
員　
年
度
途
中
で
利

用
者
が
４
人
増
え
た
と
の
こ
と

だ
が
、
ど
の
よ
う
な
機
会
に
支

援
の
周
知
を
し
て
い
る
の
か
。

 

健
康
福
祉
課
長　
幼
児
の
場

合
は
、
定
期
健
診
、
普
段
の
保

除
雪
ド
ー
ザ
ー
購
入

除
雪
ド
ー
ザ
ー
購
入

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

防
災
無
線
へ
の
対
応

防
災
無
線
へ
の
対
応

災
害
復
旧
費

災
害
復
旧
費

障
害
児
通
所
支
援
の

障
害
児
通
所
支
援
の

事
業
費
増
額

事
業
費
増
額

議
第
61
号

私も
ひとこと
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12
月
定
例
会 

議
案
質
疑

主
な
質
疑
内
容

主
な
質
疑
内
容

令
和
６
年

無償貸与される消防ポンプ自動車（イメージ）

朝日町消防団団長朝日町消防団団長
長岡秀典さん（栄町）長岡秀典さん（栄町）

特　
集

議
会
活
性
化

議 

案 

審 

議

臨
時
会
・
採
決
一
覧

一 

般 

質 

問

議 

員 

研 

修

両
町
協
議
会



育
や
生
活
の
中
で
気
づ
い
た
場

合
に
、
保
護
者
の
方
へ
お
知
ら

せ
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
申
請
か
ら
利
用
に
か
か

る
期
間
は
、
お
お
よ
そ
１
か
月

で
す
。

 

白
田
議
員　
督
促
手
数
料
と

滞
納
金
の
廃
止
と
の
こ
と
だ

が
、
廃
止
の
理
由
は
。

 

建
設
水
道
課
長　
水
道
料
金

と
集
落
排
水
の
料
金
は
関
係
性

が
深
い
こ
と
か
ら
、
間
違
い
に

よ
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
防
止
、

さ
ら
に
は
、
利
用
者
か
ら
分
か

り
や
す
く
納
付
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
水
道
料
金
の
運
用
と
合

わ
せ
て
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

 

大
谷
地
区
に
来
て
最
初
に

び
っ
く
り
し
た
の
は
、
ト

イ
レ
が
水
洗
だ
っ
た
こ
と
で

す
。

 

衛
生
的
に
も
下
水
道
が
完

備
さ
れ
て
お
り
大
変
う
れ
し

い
で
す
。
今
後
も
維
持
管
理

に
努
め
て
い
た
だ
き
、
快
適

に
過
ご
せ
る
よ
う
に
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

 

細
谷
議
員　
今
後
の
事
業
計

画
で
は
、
町
民
の
利
用
を
増
や

す
た
め
の
施
策
を
多
く
取
り
入

れ
て
い
る
。
さ
ら
な
る
集
客
に

向
け
て
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
必
要

な
の
で
は
。

 

町
長　
町
民
の
方
か
ら
も
よ

り
広
い
層
か
ら
利
用
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
環
境
を
整
備
す
る

と
と
も
に
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
を

し
っ
か
り
堅
持
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

 

青
木
議
員　
公
募
２
件
の
う

ち
の
決
定
理
由
に
夜
間
営
業
の

有
無
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
が
、

年
間
５
回
と
の
こ
と
。
実
績
は

調
査
し
な
か
っ
た
の
か
。

 

総
合
産
業
課
長　
町
民
の
皆

様
が
使
い
や
す
い
憩
い
の
場
に

な
る
よ
う
、
今
後
は
夜
間
の
実

績
も
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

カ
フ
ェ
蔵
（
く
ら
し

カ
フ
ェ
蔵
（
く
ら
し

の
語
ら
い
館
）
の

の
語
ら
い
館
）
の

指
定
管
理
者
指
定

指
定
管
理
者
指
定

大
谷
地
区
集
落
排
水

大
谷
地
区
集
落
排
水

議
第
73
号

議
第
71
号

私も
ひとこと
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今後、低価格帯のメニューを追加予定のカフェ蔵

白田白田一一
かずこかずこ
子子さん（大谷第二）さん（大谷第二）
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令
和
６
年
３
月
定
例
会
に
お
い

て
、
A
s
a
h
i
自
然
観
の
コ
テ
ー

ジ
村
構
想
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ン

セ
プ
ト
は
「
唯
一
無
二
の
空
気
神
社

の
聖
地
化
、
空
気
神
社
と
の
有
機
的

な
つ
な
が
り
を
創
出
し
、
天
文
台
を

シ
ン
ボ
ル
と
し
た
星
空
の
コ
テ
ー
ジ

村
」
と
い
っ
た
も
の
で
し
た
。

　
そ
の
事
業
の
進
め
方
の
拙
速
さ
か

ら
、
３
月
定
例
会
で
議
会
と
十
分
な

協
議
、
説
明
を
行
い
事
業
を
進
め
る

よ
う
付
帯
決
議
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
５
月
９
日
の
全
員
協
議

会
で
説
明
の
機
会
を
設
け
、
構
想

案
を
了
承
。
事
業
は
進
み
、

９
月
６
日
の
全
員
協
議
会

の
中
、
休
業
補
償
に
つ
い

て
審
議
を
続
け
、
賛
成
７

反
対
４
と
全
会
一
致
と
は

な
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、

前
へ
進
め
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

賛
成
し
た
議
員
の
中
に

は
職
員
の
頑
張
り
を
評
価

し
、
背
中
を
押
し
た
い
と

の
願
い
も
あ
り
ま
し
た
。

　

議
会
と
し
ま
し
て
も
、

そ
の
よ
う
な
思
い
を
託
し
、

さ
ら
に
進
め
た
わ
け
で
す

か
ら
、
そ
の
後
の
丁
寧
な

進
め
方
を
期
待
し
な
が
ら
、
進
捗
を

案
じ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

後
の
報
告
が
な
い
ま
ま
、
12
月
３
日

の
全
員
協
議
会
に
て
今
回
の
変
更
点

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
同
協
議
会

質
疑
の
中
で
、
11
月
初
旬
に
町
側
が

決
定
し
た
旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た

が
、
議
会
へ
説
明
が
あ
っ
た
の
は
入

札
の
始
ま
る
２
、３
日
前
で
し
た
。

①
当
初
想
定
し
て
い
た
ド
ー
ム
型
の

展
望
台
は
、
現
在
国
内
で
は
製
造
し

て
お
ら
ず
、
建
物
の
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク

な
要
素
と
し
て
は
諦
め
ざ
る
を
得
な

い
。

②
建
設
場
所
に
つ
い
て
は
、
関
係
者

等
と
の
協
議
の
結
果
、
コ
テ
ー
ジ
周

辺
で
は
ス
ペ
ー
ス
が
手
狭
で
あ
り
、

雪
の
管
理
が
厳
し
い
。
施
設
全
体
を

管
理
す
る
に
は
、
ホ
テ
ル
周
辺
に
建

設
し
た
い
。

と
の
内
容
で
あ
り
ま
し
た
。

　
議
会
と
し
て
は
星
空
観
察
施
設
も

な
く
、
コ
テ
ー
ジ
利
用
客
の
事
故
対

応
の
観
点
か
ら
、
ホ
テ
ル
前
で
ふ
さ

わ
し
い
の
か
と
の
疑
問
な
ど
も
あ

り
、
賛
同
し
難
い
内
容
で
し
た
。

　
各
議
員
か
ら
は
さ
ま
ざ
ま
な
質
問

や
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

•�

平
面
図
の
み
で
外
観
イ
メ
ー
ジ
図

な
ど
が
な
く
想
像
し
に
く
い
。

• �

閉
鎖
す
る
ホ
テ
ル
の
解
体
時
期
が
定

ま
ら
な
い
中
、
廃
屋
に
な
っ
て
い
く

施
設
の
前
に
、
コ
テ
ー
ジ
村
の
シ
ン

ボ
ル
を
建
て
て
い
い
の
か
。

• �

令
和
７
年
度
の
事
業
計
画
を
見
直

し
て
、
ホ
テ
ル
解
体
費
の
財
源
を

捻
出
で
き
な
い
の
か
。

• �

財
源
と
な
る
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国

家
構
想
交
付
金
の
申
請
時
点
か
ら
、

こ
れ
だ
け
変
更
し
て
大
丈
夫
な
の
か
。

• �

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
変
更
が
今
後
の

査
定
に
響
か
な
い
の
か
。

• �

補
助
金
の
た
め
の
事
業
に
な
っ
て

い
な
い
か
。
事
業
の
た
め
の
補
助

金
で
は
な
い
の
か
。

　
町
か
ら
は
、プ
ラ
ン
を
練
り
直
し
、

改
め
て
説
明
と
提
案
の
機
会
を
設
け

て
ほ
し
い
と
の
申
し
出
が
あ
り
ま
し

た
。
議
会
と
し
ま
し
て
も
、
慎
重
に

審
議
・
検
証
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Asahi 自然観コテージ村
管理棟新築工事

議案撤回

　
12
月
定
例
会
に
て
町
か
ら
提
示
さ
れ
た「
議
第
76
号 

令
和
６
年
度『
朝

日
自
然
観
コ
テ
ー
ジ
村
』
整
備
事
業
管
理
棟
新
築
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て
」
が
審
議
前
に
撤
回
さ
れ
ま
し
た
。

　
事
前
説
明
の
あ
っ
た
全
員
協
議
会
で
の
流
れ
を
ご
説
明
し
ま
す
。

町
の
提
案
内
容

町
の
提
案
内
容

議
会
か
ら
の
質
疑
・
意
見

議
会
か
ら
の
質
疑
・
意
見

今
後
の
予
定

今
後
の
予
定

あ
ら
ま
し

あ
ら
ま
し
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令和６年 12 月定例会議案採決一覧令和６年 12 月定例会議案採決一覧
番　号 件　　　　　　名 審議結果 和田 鈴木

義昭
鈴木
光一 白田 阿部

正明 長岡 青木 柴田 細谷 石井 佐竹

議第 60 号 令和６年度朝日町一般会計補正予算（第５号）の専決処
分の承認について 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 61 号 令和６年度朝日町一般会計補正予算（第６号） 原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 62 号 令和６年度朝日町国民健康保険特別会計補正予算（第２
号）

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 63 号 令和６年度朝日町介護保険特別会計補正予算（第２号） 原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 64 号 令和６年度朝日町病院事業会計補正予算（第１号） 原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 65 号 令和６年度朝日町集落排水事業会計補正予算（第２号） 原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 66 号 令和６年度朝日町水道事業会計補正予算（第２号） 原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 67 号 地方自治法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条
例の整備に関する条例の設定について

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 68 号 朝日町りんご温泉の設置及び管理に関する条例の設定に
ついて

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 69 号 朝日町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 70 号 朝日町特別職に属する者の給与に関する条例の一部を改
正する条例の制定について

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 71 号 大谷地区集落排水処理施設の設置及び管理に関する条例
の一部を改正する条例の制定について

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 72 号 朝日町水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 73 号 公の施設の指定管理者の指定について
（くらしの語らい館）

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 74 号 公の施設の指定管理者の指定について
（朝日町高齢者生産活動センター）

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 75 号 公の施設の指定管理者の指定について
（朝日堆肥センター）

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 77 号 令和５年度道路交通安全施設等整備事業町道大町西原線
歩道設置工事（繰越）請負契約の変更について

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 78 号 令和６年度緊急自然災害防止対策事業 町道前田沢下芦
沢線法面対策工事請負契約の変更について

原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※阿部為吉議員は議長のため採決には参加しません。

議第１号議第１号

令和７年１月７日令和７年 第１回臨時会令和７年 第１回臨時会
令和６年度一般会計補正予算（第７号）

　①非課税世帯に対する給付金
　　１世帯につき３万円（子育て世帯には18歳以下の子ども１人につき２万円を加算）

　②全町民に対して地域商品券を交付
　　１人につき7,000円分を郵送交付

　③料理飲食等応援（エール券）事業
　　3,000円で4,500円分使えるお食事券を各店舗で販売

物価高騰の影響により、生活が困難になっている世帯などに対する支援

…………… 可決
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参
加
し
て
い
た
だ
け
る

方
法
を
考
え
ま
す

【
質
問
】　
災
害
時
に
お
け

る
女
性
へ
の
配
慮
不
足
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
防

災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
で

の
女
性
の
参
加
人
数
は
。

【
危
機
管
理
対
策
室
長
】　

女
性
の
参
加
者
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

【
質
問
】　
例
え
ば
町
主
催

の
講
座
の
場
合
に
、
大
き

な
地
区
か
ら
は
参
加
条
件

と
し
て
半
強
制
的
に
女
性

の
参
加
者
を
出
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
の
で
は
？

【
危
機
管
理
対
策
室
長
】　

必
要
性
を
認
識
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
女
性
に
参
加

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
方

法
を
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

【
質
問
】　
町
で
は
災
害
時

用
資
材
の
備
蓄
を
実
施
し

て
い
る
が
、
実
際
に
正
し

く
使
用
で
き
る
こ
と
が
大

切
。
特
に
簡
易
ト
イ
レ
な

ど
の
衛
生
管
理
は
、
関
連

死
を
防
ぐ
上
で
大
切
。
使

用
方
法
の
確
認
を
含
め
、

避
難
所
運
営
の
訓
練
が
必

要
だ
と
思
う
が
。

【
危
機
管
理
対
策
室
長
】　

高
齢
者
の
多
い
当
町
で
は
、

避
難
所
の
運
営
は
基
本
的

に
職
員
が
担
う
こ
と
を
前

提
に
考
え
て
お
り
ま
す
が
、

避
難
生
活
の
長
期
化
を
想

定
し
、
運
営
訓
練
も
今
後

考
え
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

【
質
問
】　
南
海
ト
ラ
フ
大

地
震
発
生
時
の
被
災
者
受

け
入
れ
体
制
の
整
備
は
。

【
町
長
】　
発
生
前
の
日
々

の
準
備
が
大
切
。
迅
速
に

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

防
災
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
座
に
女
性
を

町長

♦一般質問とは　�議員による町民のための施策提言の場。その実現に向けた方策を、町長・執行部
側と真剣に質疑・答弁を介して政策議論します。

1 青 木 裕 子 防災の意識改革に向けた取り組みについて Ｐ10

2 白 田 忠 一 町長６期目のまちづくりの姿勢と考え方について Ｐ11

3 細 谷 秀 明 第２次朝日町環境基本計画の見直しについて Ｐ11

4 和 田 一 則 観光交流３施設統合による観光戦略は Ｐ12

5 佐 竹 祐 樹 国民健康保険税の負担軽減について Ｐ12

お持ちのスマート
フォンやタブレット
から二次元バーコー
ドを読み込むと、各
議員の質問を動画で
ご視聴いただけます。

11

町政に問う 一般質問町政に問う 一般質問

青木　裕子   議員青木　裕子   議員メジャーになりつつある図上訓練
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【
質
問
】　
こ
の
た
び
の
町

長
選
挙
に
お
い
て
無
投
票

当
選
だ
っ
た
が
、
人
口
減

少
の
中
で
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
の
抱
負
を
伺
う
。

【
町
長
】　
当
町
で
も
特
に

若
年
層
の
人
口
流
出
が
続

い
て
い
る
状
況
で
す
。
少

し
で
も
歯
止
め
を
か
け
、

こ
の
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス

に
変
え
、
持
続
可
能
な
安

定
し
た
地
域
社
会
を
構
築

す
る
た
め
、
全
て
の
事
柄

に
前
向
き
に
挑
戦
し
て
い

く
覚
悟
で
す
。

　
朝
日
町
に
お
け
る
大
き

な
課
題
問
題
に
背
を
向
け

る
こ
と
な
く
、
し
っ
か
り

と
見
据
え
、
正
面
か
ら
受

け
止
め
、
安
心
・
安
全
そ

し
て
幸
せ
の
実
現
と
、
未

来
を
担
う
次
世
代
が
希
望

を
持
っ
て
活
躍
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
の
実
現
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

【
質
問
】　
家
族
間
の
支
え

合
い
の
居
住
を
望
む
人
向

け
に
、
３
世
代
の
同
居
や

近
居
の
取
組
み
へ
の
支
援

は
。

【
町
長
】　
移
住
・
定
住
の

促
進
、
さ
ら
に
は
親
世
帯

と
子
ど
も
世
帯
が
共
に
生

活
を
支
え
合
い
安
定
さ
せ

る
有
効
な
手
段
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
他
自
治
体
の
取

組
み
事
例
な
ど
も
参
考
に

し
な
が
ら
、
促
進
す
る
方

策
を
研
究
し
て
ま
い
り
ま

す
。

【
質
問
】　
近
年
、
全
国
的

に
土
砂
災
害
警
戒
区
域
外

で
も
災
害
が
発
生
し
て
い

る
状
況
を
受
け
、
国
で
は

特
殊
な
工
法
に
よ
り
危
険

箇
所
を
抽
出
し
、
新
た
な

区
域
を
追
加
し
て
い
る
よ

う
だ
が
。

【
危
機
管
理
対
策
室
長
】　

当
町
で
も
新
た
に
２
４
８

カ
所
が
追
加
さ
れ
る
見
通

し
で
す
。

【
質
問
】　
指
定
避
難
所
で

の
避
難
者
の
受
け
入
れ
や
、

必
要
な
措
置
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
対
応
を
行
っ

て
い
る
か
。

【
町
長
】　
過
密
抑
制
の
た

め
避
難
所
定
員
を
定
め
、

ス
ト
レ
ス
を
軽
減
で
き
る

よ
う
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
や

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
、

過
ご
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
質
問
】　
行
政
機
関
周
辺

を
流
れ
て
い
る
準
用
河
川

は
、
大
雨
の
た
び
に
川
の

水
位
が
上
昇
し
、
今
後
さ

ら
な
る
懸
念
が
予
想
さ
れ

る
が
。

【
町
長
】　
想
定
以
上
の
災

害
に
対
応
す
る
た
め
、
危

険
箇
所
を
選
定
し
、「
流

域
治
水
」
の
推
進
に
向
け

て
今
後
調
査
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

町
長
６
期
目
へ
の
姿
勢

と
考
え
方
は

地
域
気
候
変
動
へ
の

対
応
は

町
民
が
希
望
を
持
っ
て

活
躍
で
き
る
ま
ち
へ

防
災
力
の
強
化
に

努
め
て
い
き
ま
す

町長

町長
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同居や近居に力を入れ、人口の維持を 白田　忠一   白田　忠一   議員議員

細谷　秀明   細谷　秀明   議員議員大雨のたび増水する準用河川
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【
質
問
】　
国
保
税
が
県
単

位
化
に
な
っ
て
い
る
が
、

保
険
税
の
今
後
の
見
通
し

は
。

【
町
長
】　
令
和
15
年
度
を

目
途
に
、
所
得
水
準
・
世

帯
構
成
が
同
じ
で
あ
れ
ば

同
じ
保
険
料
に
統
一
す
る

検
討
が
進
ん
で
お
り
、
当

町
の
保
険
税
率
は
県
平
均

を
下
回
っ
て
い
ま
す
が
、

今
後
は
平
均
値
に
近
づ
く

形
で
保
険
税
が
上
が
る
と

想
定
し
て
い
ま
す
。

【
質
問
】　
現
在
、
当
町
で

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
世
帯
数
と
人
数
、

ま
た
基
金
の
積
立
額
は
。

【
町
長
】　

令
和
６
年
11

月
末
現
在
で
の
加
入

者
数
は
９
３
１
世
帯
、

１
５
３
４
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。
基
金
残
高
は
、

２
億
２
７
６
３
万
７
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
保

基
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、

円
滑
な
運
用
を
行
う
と
と

も
に
、
加
入
者
の
健
康
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
に

設
置
し
て
お
り
、
運
用
益

を
保
健
事
業
に
充
当
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
国
保

事
業
費
納
付
金
に
不
足
が

生
じ
た
場
合
な
ど
に
、
取

り
崩
し
て
こ
の
費
用
に
充

て
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。

【
質
問
】　
近
隣
の
町
で
の

国
保
税
減
額
に
つ
い
て
ど

う
思
っ
て
い
る
か
。

【
町
長
】　
一
定
の
所
得
を

下
回
る
場
合
の
均
等
割
額

や
平
等
割
額
の
軽
減
の
ほ

か
、
未
就
学
児
の
均
等
割

額
の
軽
減
や
産
前
産
後
の

所
得
割
お
よ
び
均
等
割
額

の
免
除
な
ど
、
近
隣
市
町

と
同
様
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。

【
質
問
】　
新
会
社
の
経
営

形
態
・
従
業
員
数
は
。

【
町
長
】　
経
営
形
態
は
現

在
と
同
じ
株
式
会
社
と
す

る
方
針
で
す
。
今
後
に
つ

き
ま
し
て
は
、
３
つ
の
観

光
交
流
施
設
お
よ
び
地
域

商
社
部
門
、
経
営
管
理
部

門
を
考
え
て
い
ま
す
。
総

合
的
な
経
営
戦
略
に
よ
り
、

活
性
化
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
従
業
員
に
つ
き
ま
し

て
は
、
統
合
後
に
お
い
て

も
雇
用
の
継
続
を
前
提
と

し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
質
問
】　
３
つ
の
施
設
の

役
割
と
業
務
内
容
は
。

【
町
長
】　
３
つ
の
施
設
の

業
務
内
容
に
大
き
な
変
化

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
り
ん

ご
温
泉
に
つ
き
ま
し
て
は
、

会
合
の
場
・
飲
食
の
提
供

と
い
っ
た
飲
食
事
業
が
で

き
る
か
、
給
排
水
施
設
・

厨
房
機
器
に
つ
い
て
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。
も
う

少
し
だ
け
時
間
を
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
商
社
部
門
は
、

観
光
交
流
、
観
光
セ
ー
ル

ス
、
農
泊
と
林
泊
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
を
推
進
し
ま
す
。

さ
ら
に
商
品
企
画
、
販
路

開
拓
、
ふ
る
さ
と
納
税
、

W
e
b
サ
イ
ト
を
展
開

し
て
い
く
考
え
で
す
。

観
光
交
流
３
施
設

統
合
戦
略
は

今
後
の
国
保
税
の

見
通
し
は

取
締
役
会
、

総
会
で
決
定

保
険
税
が
上
が
る
と

想
定
し
て
い
ま
す

町長

町長

　
そ
の
ほ
か
、
目
標
の

観
光
客
入
込
数
を
質
問

し
た
。
目
標
観
光
客
入

込
数
は
、
令
和
15
年
度

ま
で
に
80
万
人
と
し
て

い
る
と
の
答
弁
で
あ
っ

た
。
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3 月末で営業を終了するホテル自然観 和田　一則   議員和田　一則   議員

佐竹　祐樹   佐竹　祐樹   議員議員大変な税負担
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議員研修への参加

西村山地方議長協議会議員研修会西村山地方議長協議会議員研修会

山形県町村議会議員研修会山形県町村議会議員研修会

村山地方町村議会議長会議員合同研修会村山地方町村議会議長会議員合同研修会

研修内容

研修内容

研修内容・講師

講　　師

講　　師

気候変動への緩和と適応について

部活動の地域移行
について

①�議会が守るべき政治倫理、
　ハラスメント防止と議会の取り組み
　弁護士　太田　雅幸 氏

②議事機関としての
　質問質疑のあり方・やり方
　一般社団法人地方公共団体政策支援機構
　上席研究員　長内　紳悟 氏

山形県環境科学研究センター
環境企画部長　田中　恵子 氏

仙台大学准教授
松井　陽子 氏

令和６年１０月17日（木） 寒河江市ホテルサンチェリー

令和６年１０月25日（金） 山形国際交流プラザ（山形ビッグウイング）

令和６年12月23日（月） 大石田町町民交流センター「虹のプラザ」
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大江・白鷹・山辺大江・白鷹・山辺    両町協議会報告両町協議会報告

　朝日町と隣接する町との協議会です。
　両町共通の利益、開発促進に寄与し、両町の住民
福祉のため、同一歩調を基盤として、強力に推進
することを目的としています。

両町協議会の目的

朝日・山辺両町議会議員協議会
令和６年 10 月16 日（水）　山辺町役場 会議室

・協議
 （１）�有害鳥獣被害と町の取組みについて
 （２）空き家対策について （土地管理対応等含む）
 （３）その他

・現地視察
 １山形ピッグファーム、
　 村山コンポストリサイクルセンター
　 ※�和合平、和合の一部、舟渡、真中、

中沢地区で不快な臭いを感じる
ため

 ２�主要地方道山形山辺線「下原工区」
（山辺町要害地内）

　 ※早期の改良を目指すため

山形ピッグファームにて代表者から説明を受ける
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大江・朝日両町議会議員協議会総会
令和６年 11月11日（月）　朝日町創遊館 ワークルーム３・４

・協議
 （１）要望書の提出
　　  ①地方道の整備促進について
　　　   ・主要地方道長井大江線…朝日町大谷地内
　　  ②一般県道の整備促進について
　　　   ・中山三郷寒河江線
　　　   ・左沢浮島線
　　  ③�県河川に係る整備計画に基づ

く最上川治水対策の推進につ
いて

　　  ④�空き家対策の財政的支援につ
いて

　　  ⑤有害鳥獣被害対策について
　　  ⑥�県立左沢高等学校の教育環境

の充実、整備について

大江・白鷹・山辺大江・白鷹・山辺    両町協議会報告両町協議会報告
白鷹・朝日両町連絡協議会

令和６年 10 月 30 日（水）　朝日町創遊館 ワークルーム３・４

・協議
 （１）令和５年度事業経過と収支報告
 （２）国道 287 号線の整備状況について
 （３）広域観光の推進について

・現地視察
  太平橋モニュメント

太平橋モニュメントを視察

西村山地方選出の県議へ要望書を提出
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  次の定例会は３月３日（月）開会予定です。
  　パソコンやスマートフォン等で、
議会中継をご覧いただけます。
　録画でもご覧いただけます。

　議会だより取材のため腕章を着用した議会
議員が写真撮影に伺うことがありますので、
ご理解とご協力をお願いいたします。

山形県朝日町議会

tel:0237-67-3306   fax:0237-67-2117
mail:gikai@town.asahi.yamagata.jp

●  ご意見・ご感想は議会事務局まで  ●
あ

さ
ひ

ま
ち

議
会

だ
よ

り
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聞かせて！聞かせて！

町民の町民の
声声

　
令
和
５
年
に
半
焼
し
た
朝
日

相
扶
製
作
所
の
第
２
工
場
の
建

て
替
え
が
完
了
し
、
１
月
11
日

に
竣
工
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。

 

Ａ 

こ
の
た
び
は
、
町
民
の
皆

様
に
大
変
ご
心
配
を
お
か
け
し

ま
し
た
。
今
後
は
、
雇
用
確
保

の
役
割
を
果
た
し
、
き
ち
ん
と

収
益
を
上
げ
て
、
町
へ
還
元
し

て
い
き
た
い
で
す
。

 

Ａ 

当
社
を
身
近
な
も
の
に
感

じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
利
用

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
特
に
、
窓
か
ら
の
景
色
が

素
晴
ら
し
い
で
す
。
町
民
の
皆

様
か
ら
も
最
上
川
の
景
色
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
と
う
れ
し

い
で
す
。

 
Ａ 

目
標
は
今
ま
で
と
変
わ
ら

ず
、
「
い
つ
か
は
エ
ル
メ
ス
」

を
合
言
葉
に
、
エ
ル
メ
ス
か
ら

の
お
仕
事
を
い
た
だ
け
る
よ
う

に
な
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で

以
上
に
技
術
を
磨
き
、
朝
日
町

か
ら
日
本
の
誇
れ
る
会
社
の
一

つ
に
成
長
し
て
ま
い
り
ま
す
。

QQ  

今
後
の
展
望
は
？

今
後
の
展
望
は
？

QQ � �

工
場
完
成
の

工
場
完
成
の

　　  

ご
感
想
は
？

ご
感
想
は
？

QQ � �

町
民
が
利
用
可
能
な

町
民
が
利
用
可
能
な

ス
ペ
ー
ス
と
し
て
セ

ス
ペ
ー
ス
と
し
て
セ

ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
が
設

ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

置
さ
れ
ま
し
た
。

　　 � �

ど
の
よ
う
に
利
用
し

ど
の
よ
う
に
利
用
し

て
ほ
し
い
で
す
か
？

て
ほ
し
い
で
す
か
？

株式会社朝日相扶製作所株式会社朝日相扶製作所
代表取締役社長　阿部佳孝代表取締役社長　阿部佳孝さん（緑町）さん（緑町）

最
上
川
の
景
色
楽
し
ん
で

最
上
川
の
景
色
楽
し
ん
で

第
２
工
場
完
成

第
２
工
場
完
成

編編

集集

後後

記記

　
昨
年
は
元
日
か
ら
能
登
地
方

で
大
規
模
な
地
震
が
発
生
し
、

甚
大
な
被
害
を
被
り
、
復
旧
も

進
展
し
な
い
う
ち
、
さ
ら
に
追

い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
９
月

の
大
雨
に
よ
る
二
重
災
害
が
発

生
。
ま
た
し
て
も
大
規
模
な
被

害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　
能
登
地
方
の
独
特
の
地
形
条

件
が
被
害
拡
大
の
要
因
で
あ
る

と
み
ら
れ
ま
す
が
、
災
害
リ
ス

ク
の
高
い
当
町
も
決
し
て
例
外

で
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
い

つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害

に
備
え
て
、
日
頃
か
ら
準
備
を

整
え
て
お
く
こ
と
は
、
今
後
必

要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　
今
年
こ
そ
は
、
災
害
の
な
い

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
に
な
る

こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

�

細
谷
秀
明


